
水
資
源
開
発
公
団
は
、
平
成
14

年
３
月
１
日
付
で
国
土
交
通
大
臣

よ
り
思
川
開
発
事
業
に
関
す
る
事

業

実

施

方

針

の

変

更

指

示

を

受

け
、
直
ち
に
事
業
実
施
計
画
の
変

更
手
続
き
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
４
月

日
付
で
国
土
交
通

12

大
臣
よ
り
事
業
実
施
計
画
変
更
の

認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
一
重
に
関
係
機
関
を

始
め
と
す
る
皆
様
方
の
ご
指
導
、

ご
支
援
の
賜
と
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

平

成

年

月
の
「
南
摩
ダ
ム

12

11

の
継
続
、
大
谷
川
分
水
の
中
止
決

定
」
以
来
１
年
４
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
こ
の
間
、
現
地
の
意
見

の
聴
取
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
思

川
開
発
事
業
検
討
会
を
３
回
開
催

し
た
ほ
か
、
事
業
検
討
会
委
員
が

住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
公
聴

会
を
１
回
開
催
し
、
見
直
し
さ
れ

た
事
業
計
画
案
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
、
意
見
書
と
し
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
新
し
い
思
川
開
発
事
業
の
計
画

に
つ
い
て
、
以
下
に
ご
紹
介
し
ま

す
。

①

洪

水

調

節

南
摩
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
地
点
の

計
画
高
水
流
量
毎
秒
一
三
〇
立
方

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
毎
秒
一
二
五

立
方
メ
ー
ト
ル
を
調
節
し
、
毎
秒

五
立
方
メ
ー
ト
ル
を
放
流
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②

既

得

取

水

の

安

定

化

と

河

川

環

境

の

保

全

等

の

た

め

の

流

量

の

確

保

ダ
ム
下
流
地
域
の
河
川
沿
川
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
利
用
が
既
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多

く

は

渇

水

に

な

る

と

取

水

で

き

な

く

な

る

不

安

定

な

も

の

で

あ

り
、
雨
が
少
な
い
と
き
で
も
安
定

的
に
取
水
で
き
る
よ
う
に
ダ
ム
か

ら
水
を
補
給
し
ま
す
。

ま
た
、
異
常
渇
水
時
に
緊
急
補

給

す

る

た

め

の

水

を

備

蓄

し

ま

す
。

③

新

規

利

水

の

開

発

思
川
開
発
事
業
に
よ
り
最
大
毎

秒
三
．
二
〇
二
立
方
メ
ー
ト
ル
の

水

道

用

水

を

供

給

可

能

と

し

ま

す
。

－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所 この用紙は再生紙を使用しています

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク 平成14年４月20日 第３号

思
川
だ
よ
り

お

も

い

が

わ

発行所

水資源開発公団
思川開発建設所
5 028-622-8941

発行人兼編集人
金田 学

南摩ダム予定地

（右後方は男体山）

今日の水資源を取り巻く状況は、生活

水準の向上や産業の発展によりまして、

水の利用は年々増加している中で、地下水の汲み上げなどによ

る湧き水の枯渇や河川流量の減少、更には、地盤沈下の発生な

ど自然環境や社会生活に大きな影響を及ぼしております。

県南地域の市・町におきましても、都市化の進展等により都

市用水が不足しておりまして、安定した水利用が困難なために

地下水への依存度が高く、地下水の低下や地盤沈下現象が生じ

ております。

思川開発事業は、住みよいまちづくりのために住民が安心し

て生活できる安全で安定した水源を確保するばかりでなく、地

球温暖化が原因と思われる冬の異常渇水や夏の集中豪雨による

洪水の防止機能など、将来の水事情や河川環境に関する多くの

課題に対処するため大変重要な事業であります。

また、県南地域の広大な農地に対する用水の安定供給を図る

ためにも思川開発事業に大きな期待をしております。

南摩ダム建設に伴う損失補償基準協定の調印が整いました

が、私にとりましても昭和３９年の県議からこの問題に関わっ

てまいりまして感無量の想いであります。

現在に至るまでの関係各位のご努力に敬意を表するととも

に、補償交渉の円滑な進展と１日も早い事業の成就を願ってお

ります。

今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申しあげます。

特別寄稿

補償交渉の円滑な進展と

一日も早い事業の成就を願う

栃木県水資源開発促進協議会

会長 鈴木乙一郎（栃木市長）

新

し

い

事

業

計

画

が

決

定

３

月

１

日

に

事

業

実

施

方

針

（

第

２

回

変

更

）

指

示

４

月

日

に

事

業

実

施

計

画

（

第

２

回

変

更

）

認

可

1 2

事 業 実 施 方 針 、 事 業 実 施 計 画 手 続 き の 流 れ

（事業実施方針）

主務大臣は、

①関係都道府県知事の意見を聴取、

②関係行政機関の長に協議し、

③国土交通大臣を経由して水資源開発公団

に事業実施方針を指示します。

（事業実施計画）

水資源開発公団は、

④関係都道府県知事に協議し、

⑤利水者の意見聴取 費用負担同意を得て、 、

⑥主務大臣へ事業実施計画を認可申請し、

主務大臣は、

⑦事業実施計画の認可をします。

事
業
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も

新
し
く
な
り
ま
し
た
。

お し ら せ

新
事
業
計
画
の
概
要

南摩ダム標準断面図

想定氾濫区域

新規利水の配分

川
の
連
携
・
明
日
へ
の
水

②

⑦
⑥

①

③

⑤

④



思

川

開

発

事

業

に

伴

い

築

造

さ

れ

る

南

摩

ダ

ム

に

よ

り

湛

水

地

内

で

移

転

を

必

要

と

す

る

世

帯

は

世

帯

あ

78

り

ま

す

が

、

各

人

の
移
転
先
は
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

思
川
開
発
建
設
所
で
は
、
意
向

調
査
を
数
回
に
わ
た
っ
て
行
い
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
移
転
地
等
の

必
要
性
、
位
置
、
規
模
等
を
決
め

ま
し
た
。
南
摩
ダ
ム
で
は
上
南
摩

町

地

内

と

西

沢

町

地

内

の

計

２

個

所

の

造

成

要

望

が

あ

っ

た

た

め

、

こ

れ

ら

の

造

成

計

画

の

策

定

に

入

り

ま

し

た

。

一

方

、

家

族

の

事

情

、

子

供

の

学

校

、

勤

務

地

等

の

関

係

で

個

人

で

移

転

先

を

探

し

て

移

転

す

る

人

も

い

ま

す

。

南

摩

ダ

ム

で

は

個

人

移

転

希

望

が
約

世
帯
あ
り

、

40

個

人

移

転

は

集

団

移

転

と

は

異

な

る

苦
労
も
あ
り
ま
す

。

南

摩

ダ

ム

の

集

団

移

転

地

で

あ

る

上

南

摩

移

転

地

と

西

沢

移

転

地

の

施

工

主

体

は

、

上

南

摩

移

転

地

は

鹿

沼

市

土

地

開

発

公

社

が

、

西

沢

移

転

地

は

直

接

公

団

が

、

そ

れ

ぞ

れ

進

め

る

こ

と

と

な

り

ま

し

た
。上

南

摩

移

転

地

は
３
月
末
で
鹿
沼
市
土
地
開
発
公

社
に
よ
る
造
成
が
終
了
し
、
５
月

中
に
公
団
が
仕
上
げ
工
事
に
入
る

予
定
で
す
。
西
沢
移
転
地
は
上
南

摩
移
転
地
に
遅
れ
て
い
ま
し
た
が

４
月
初
旬
２
工
区
に
分
け
発
注
し

て
い
ま
す
、
今
後
急
ピ
ッ
チ
で
造

成
工
事
が
始
ま
り
、
水
道
布
設
工

事
な
ど
を
行
い
、
両
方
の
移
転
地

は

月
末
ま
で
に
は
同
時
に
移
転

10
者
の
方
へ
分
譲
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

思

川

開

発

建

設

所

で

は

、

主

に

導

水

路

の

建

設

に

関

係

す

る

地

域

の

調

査

や

地

元

調

整

を

行

う

た

め

調

整

課

を

設

置

し

、

課

長

以

下

４

名

体

制

で

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た
。今

後

は

こ

れ

ら

の

業

務

が

ま

す

ま

す

重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

内

部

異

動

に

よ

り

一

層

の

組

織

の

強

化

・

充

実

を

図

る

こ

と

と

し

ま

し

た

。

地

域

に

密

着

し

、

事

業

の

速

や

か

な

進

捗

を

図

る

た

め

に

努

力

す

る

所

存

で

す

。

よ

ろ

し

く

お
願
い
し
ま
す
。

思
川
だ
よ
り
第
３
号
を
お
届
け

し
ま
す
。

新
し
い
思
川
開
発
事
業
の
計
画

が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。
新
し

い
年
度
を
迎
え
、
新
し
い
職
員
も

加
わ
り
、
職
員
一
同
一
丸
と
な
っ

て
一
日
も
早
い
事
業
の
完
成
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
指
導
、
ご
支
援
を
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

－潤いを未来に－ 水資源開発公団思川開発建設所 この用紙は再生紙を使用しています

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク

その②

ユリ科カタクリ属

カ タ ク リ （ 片 栗 ）
Erythroniumjaponicum

花期：３月～５月

分布：北海道～九州

撮影：西之入地区

「早春の妖精」と呼ばれるカタクリは、ユリ科の

多年草で、日本の山野に広く自生する植物です。ま

だ寒さの残る早春の野にいち早く姿を見せますが、

花期は１ヶ月と短く、葉や茎も２ヶ月後には地上か

ら消え去ります。このような春植物は 「スプリン、

グ・エフェメラル（春の短い命 」とも呼ばれてい）

ます。

カタクリは、昆虫（特に大型のハナバチ）によっ

て花粉が運ばれないと種子ができません。また、こ

の種子はアリが好む特殊な物質を含む付属体を備

え、種子をアリに運搬させることにより分散を図り

ます。種子が発芽し、花を咲かせるまでには約８年

もかかります。カタクリの保全には、カタクリのみ

に注目するのでなく、カタクリをとりまく動植物の

世界に目を向けることが重要です。

参考文献 河野昭一総監修：植物の世界

（草本編上 （株）ニュートンプレス）、

着々とすすむ集団移転地造成
1 0月分譲開始へ向けて急ピッチ

仕上げ工事を待つばかり（上南摩移転地）

今後急ピッチで造成工事を開始（西沢移転地）

移
転
者
の
う
ち
半
数
の
方
が

集
団
移
転
地
へ

人

事

異

動

４
月
１
日
付
で
転
入
・
転
出
の
あ
り
ま
し
た
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
転
入
者
◆
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

【
前
任
地
】

」

第
一
用
地
課
長

柴
田

安
宏

（
本
社
用
地
部
）

第
二
調
査
設
計
課
長

福
田

達
郎

（
丹
生
ダ
ム
建
設
所
）

第
二
用
地
課

髙
玉

浩
臣

（
本
社
用
地
部
）

第
二
用
地
課

髙
橋

香
織

（
本
社
総
務
部
）

調
整
課

飯
田

準
一

（
豊
川
用
水
総
合
事
業
所
）

調
整
課

小
原

利
治

（
本
社
企
画
部
）

調
整
課

枡
内

暁
史

（
栗
原
川
ダ
ム
調
査
所
）

第
一
調
査
設
計
課

大
岡

克
行

（
池
田
総
合
管
理
所
）

第
二
調
査
設
計
課

鵜
飼

宣
幸

（
新
規
採
用
）

工
務
課

角
田

和
彦

（
滝
沢
ダ
ム
建
設
所
）

◆
転
出
者
◆
「
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」

【
転
出
先
】

第
一
用
地
課
長

田
中

昇

（
本
社
用
地
部
）

調
整
課
長

細
山
田

真

（
本
社
第
二
工
務
部
）

調
整
課

尾
西

昭
彦

（
本
社
企
画
部
）

第
一
調
査
設
計
課

荒
川

敏
之

（
本
社
第
一
工
務
部
）

第
二
調
査
設
計
課

藤
本

智
宏

（
木
津
川
ダ
ム
総
合
管
理
所
）

工
務
課

安
部

昭
男

（
荒
川
ダ
ム
総
合
事
業
所
）

工
務
課

橋
場

一
富

（
一
庫
ダ
ム
管
理
所
）

◆
所
内
異
動
◆

調
整
課
長

益
山

高
幸

（
第
二
調
査
設
計
課
）

調
整
課

長
谷
見
智
久

（
第
二
調
査
設
計
課
）

調
整
課

廣
瀬

真
由

（
第
一
調
査
設
計
課
）

よろしくお願いします（調整課職員一同）

地
域
に
密
着
す
る
調
整
課

一
層
の
組
織
強
化
・
充
実

編

集

後

記
ヤマブキソウ（梶又地区）
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